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掲載（予定）テーマ
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画
表
を
作
成
す
る
時
期
や
手
続
き
等
を

定
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

労
使
協
定
の
作
成
に
あ
た
っ
て
の

留
意
点

●３
　

本
労
使
協
定
に
つ
い
て
は
、
行
政
官

庁
へ
の
届
出
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
計
画
年
休
と
し
て
、
時
間
単

位
年
休
（
２
０
２
０
年
３
月
号
参
照
）

を
与
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

以
下
で
は
、
こ
の
労
使
協
定
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
点
を
説

明
し
ま
す
（
本
書
式
で
は
、
①
の
事
業

場
全
体
の
休
業
に
よ
る
一
斉
付
与
方
式

を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
）。

⑴　

対
象
者
（
第
１
条
）

　

第
１
条
で
は
、
一
斉
付
与
の
た
め
、

全
労
働
者
を
対
象
者
と
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
も
、「
育
児
・
介
護
休
業
、
産

前
産
後
休
業
を
取
得
中
の
労
働
者
」、

お
よ
び
「
休
職
中
の
労
働
者
」
を
除
外

し
て
い
ま
す
。

⑵　

対
象
と
な
る
年
次
有
給
休
暇
の
日

数
お
よ
び
時
季
（
第
２
条
）

　

年
次
有
給
休
暇
の
う
ち
、
少
な
く
と

も
５
日
は
労
働
者
の
自
由
な
取
得
を
保

障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
第
２

条
１
項
で
は
、
労
働
者
が
有
す
る
年
次

有
給
休
暇
の
う
ち
、
５
日
を
超
え
る
部

分
（
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
年
休

が
あ
る
場
合
に
は
当
該
年
休
も
含
む
）

に
つ
い
て
計
画
年
休
の
対
象
と
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
同
条
２
項
で
は
、
業
務
効
率

働
き
方
改
革
に
よ
り
、
年
５
日
の
有
給
休
暇
付
与
が
義
務

付
け
ら
れ
、
計
画
年
休
の
活
用
が
有
用
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
計
画
年
休
に
関
す
る
労
使

協
定
を
作
成
す
る
際
の
留
意
点
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

日
の
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
義
務
の
履

行
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
点
で
も
使

用
者
に
有
利
で
す
。

計
画
年
休
の

付
与
方
式

●２
　

計
画
年
休
の
付
与
方
式
と
し
て
は
、

①
事
業
場
全
体
の
休
業
に
よ
る
一
斉
付

与
方
式
、
②
班
別
の
交
替
制
付
与
方

式
、
③
年
次
有
給
休
暇
付
与
計
画
表
に

よ
る
個
人
別
付
与
方
式
等
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
個
々
の
事
業
場
の
実
態
に
適

し
た
付
与
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
が
肝

要
で
す
。

　

な
お
、
①
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な

付
与
日
、
②
に
つ
い
て
は
、
班
別
の
具

体
的
な
付
与
日
、
③
に
つ
い
て
は
、
計

働
き
方
改
革
に
お
け
る

計
画
年
休
の
意
義

●１
　

計
画
年
休
と
は
、
年
次
有
給
休
暇
の

付
与
日
数
の
う
ち
５
日
を
超
え
る
分
に

つ
き
、
労
使
協
定
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
り

計
画
的
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。
た
と
え
ば
、
年
次
有
給
休
暇

日
数
が
10
日
の
労
働
者
に
つ
い
て
は
、

５
日
ま
で
計
画
的
に
付
与
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
労
働
者
は
、
職
場
に

気
兼
ね
な
く
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
で

き
（
年
休
取
得
の
促
進
）、
使
用
者

は
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
な
業
務
運
営

が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
計
画
年
休
の
日
数
は
、
年
５ 計

画
年
休
に
関
す
る
労
使
協
定

７月号　労働者派遣法第30条の４第１項の規定に基づく労使協定
８月号　休業労使協定書
９月号　計画年休に関する労使協定
10月号　育児・介護のための所定外時間労働の免除・短縮措置の適用除外協定
11月号　ストレスチェック制度実施規程
12月号　車両（マイカー）管理規程

黒
　
田
　
雄
　
太

弁
護
士
田
　
村
　
裕
一
郎

弁
護
士
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性
の
維
持
の
観
点
か
ら
、
閑
散
期
を
計

画
年
休
の
付
与
日
と
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
ホ
リ
デ

ー
（
暦
の
関
係
で
休
日
が
飛
び
石
と
な

っ
て
い
る
場
合
に
、
休
日
の
橋
渡
し
と

し
て
の
休
日
）
と
し
て
、
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
つ
い
て
、
祝
日
と
土
曜

日
、
日
曜
日
の
合
間
に
計
画
年
休
を
付

与
す
る
こ
と
で
、
10
日
前
後
の
連
続
休

暇
を
実
現
し
た
り
、
大
型
連
休
と
す
る

た
め
に
、
夏
季
や
年
末
年
始
等
に
計
画

年
休
を
付
与
す
る
こ
と
も
検
討
に
値
し

ま
す
。

⑶　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
が
少

な
い
者
の
扱
い
（
第
３
条
）

　

短
時
間
労
働
者
等
で
、
当
該
年
度
に

取
得
す
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
か
ら

５
日
を
差
し
引
い
た
日
数
が
５
日
に
満

た
な
い
者
に
つ
い
て
も
、
一
斉
付
与
方

式
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
、
第
３
条
で

は
、
有
給
の
特
別
休
暇
を
付
与
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
、
計
画
年
休
の
対
象
と

な
る
年
次
有
給
休
暇
の
日
数
を
調
整
す

る
こ
と
（
た
と
え
ば
、
２
日
に
す
る
こ

と
等
）
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

⑷　

計
画
的
付
与
日
の
変
更（
第
４
条
）

　

想
定
外
の
事
由
の
発
生
等
に
よ
り
、

計
画
年
休
を
そ
の
ま
ま
付
与
し
た
場

合
、
業
務
上
の
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
計
画
年
休
の

付
与
日
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
第
４
条
で
は
、
使
用
者

に
計
画
的
付
与
日
の
変
更
を
認
め
て
い

ま
す
。

法
定
外
の
年
次
有
給
休
暇
と

の
関
係
に
つ
い
て
（
近
時
の

裁
判
例
を
踏
ま
え
て
）

●４
　

実
務
上
、
労
働
者
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
向
上
等
の
観
点
か

ら
、
法
定
の
年
次
有
給
休
暇
に
上
乗
せ

し
て
法
定
外
の
年
次
有
給
休
暇
を
付
与

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

近
時
の
裁
判
例
（
東
京
高
判
令
元
・

10
・
９
）で
は
、上
乗
せ
の
場
合
で
、
か

つ
、
計
画
年
休
の
労
使
協
定
が
無
効
に

な
っ
た
場
合
、
労
使
協
定
上
、
法
定
の

年
次
有
給
休
暇
と
法
定
外

の
年
次
有
給
休
暇
が
区
別

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
理
由
に
、
法
定
外
の
年

次
有
給
休
暇
部
分
を
含
め

て
計
画
年
休
の
指
定
全
体

が
無
効
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
裁
判
例
に
鑑
み
れ

ば
、
判
例
の
動
向
に
注
視

し
つ
つ
も
、
当
面
は
、
法

定
の
年
次
有
給
休
暇
と
法

定
外
の
年
次
有
給
休
暇

（
上
乗
せ
部
分
）
の
取
り

扱
い
を
、
明
確
に
区
別

し
、
計
画
年
休
に
関
す
る

労
使
協
定
を
締
結
す
べ
き

で
す
（
第
１
条
か
っ
こ
書

き
参
照
）。�

●▲

■計画年休に関する労使協定例

計画年休に関する労使協定

　株式会社〇〇（以下「会社」という。）と労働組合（従業員代
表）〇〇は、計画年休に関し、次のとおり協定する。

第１条（対象者）
　年次有給休暇（法定のものを指す。以下、本協定において同
じ。）の計画的付与の対象者は、計画的付与の時季に、⑴育児・
介護休業、産前産後休業を取得中の従業員、および⑵休職中の従
業員を除く、すべての従業員とする。

第２条（対象となる年次有給休暇の日数および時季）
　従業員が有する令和〇年度の年次有給休暇のうち、５日を超え
る部分については、本協定に定めるところにより、計画的に取得
するものとする。
２　本協定に定める年次有給休暇の計画的取得の時季は、令和〇
年〇月〇日から、令和○年〇月〇日までとする。

第３条（年次有給休暇の付与日数が少ない者の扱い）
　従業員のうち、その有する年次有給休暇の日数から５日を差し
引いた日数が５日に満たない者については、その不足する日数
（ただし、最大日数を５日とする）の限度で、前条２項に掲げる
時季に特別有給休暇を与えることとする。

第４条（計画的付与日の変更）
　従業員の全部または一部が、第２条２項に規定する時季に年次
有給休暇を取得することが、業務運営上の支障を来す場合、会社
は、従業員の全部または一部につき本協定による年次有給休暇の
取得日を変更することがある。

〇年〇月〇日
� 株式会社〇〇　　　代表取締役〇〇〇〇　印
� 労働組合（従業員代表）〇〇〇〇　印

た
む
ら
　
ゆ
う
い
ち
ろ
う
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
パ
ー
ト
ナ
ー
。
弁
護
士
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
弁
護
士
。
第
一
東
京
弁
護
士
会
（
元
）
労
働
法
制
委
員
会
委
員
。

く
ろ
だ
　
ゆ
う
た
　
多
湖
・
岩
田
・
田
村
法
律
事
務
所
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
。
弁
護
士
。


